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がんばれ～ッ！

追い抜け～ッ！

行け行け～ッ！
一　森江野小学校・幼稚園運動会　リレー　－

5月19 日、森江野小学校と幼稚園の運動会が開

かれまし た。

ホカホカ陽気のこの日 、子どもたちは、クラス

みんなの声援を受けながら 、ワクワク、ドキドギ

の競技を思う存分楽しみました。

森江野幼稚園児も、おかあさん 、おとうさんと

一緒に参加、大活躍でした。



こ
と
し
も
花
で
い
っ
ぱ
い

昨年に引き続き、国見町を花と緑で飾ろ

うと、今年もたくさんの団体が、町中で花

いっぱい運動を展開します。

五
月
卜
七
日
に
開
か
れ
た
国
兄
町

花
い
っ
ぱ
い
巡
動
推
進
会
議
に
は
、

町
内
会
災
や
婦
人
会
長
、
商
工
会
関

係
者
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
し
。
今

後
の
取
り
組
み
を
Ｍ
し
合

い
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
町
を
花
と
緑
で
飾

り
、
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町

づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
昨
年
に
引
き

続
き
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

五
月
二
十
六
日
と
六
月
二
口
に

は
、
国
道
四
り
公
立
藤
田
病
院
前
交

差
点
と
役
場
前
交
差
点
の
花
壇
に
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
や
地
区
町

内
会
の
み
な
さ
ん
が
花
の
種
ま
き
を

し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
サ
ル

ビ
ア
、

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
コ
ス
モ
ス
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
が

町
を
飾
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
秋

に
川
催
す
る
町
民
運
勅
会
で
表
彰
し

ま
す
。

■
協
力
団
体
等

Ｊ

Ａ

伊
達

み

ら
い
、

同
婦

人

部
、

国

見
町

商
1
1
会

、
同
婦
人

部
、
同

七日
年

部
．

国
見

町
老

人

ク
ラ

ブ
、

貝

川

老
人

ク
ラ

ブ
、

川

兇
町

婦

人
会
連
絡
協
議
会
、
成
人
学
級
、

小
学
校
、
中
学
校
、
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
ク
ラ
ブ
、
大
町
南
町
内
会
、

宮
町
南
町
内
会
、
宮
朿
町
内
会
、

上
野
町
内
会
、
鶉
町
町
内
会
、
大

枝
区
．

石
母
田
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
、
桑
折
地
区
交
辿
安
全
協
会
大

木
戸
支
部

■
股
置
場
所

・
国
道
四
号

役
場
前
交
差
点
、
公
立
藤
田
病
院

交
差
点
、
口
向
団
地
沿
い
歩
道
．

県
北
中
学
校
前
、
只
田
コ
ウ
ナ
ン

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
貝
田
駅

・
県
道
五
卜
沢
国
見
線

国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン

タ
ー
前
、
原
町
地
内
、
Ｊ
Ａ
稚
蚕

飼
育
所
、
藤
田
駐
在
所
前
、
三
協

（

イ
ヤ
ー
前

・
県
道
浪
江
国
見
線

塚
野
目
三
差
路

・
そ
の
他

町
道
一
〇
匕
号
、
町
道
二

．
五
○

号
、
文
化
セ
ン
タ
ー
前
、
小
中
学

校
、
個
人



公
共
下
水
道
一
部
供
用
を
開
始
し
て

前
号
に
引

き
続
き
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。
今
回
は
、
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ

い
て
の
特
集
で
す
。

受

益
者
負
担

金
制
度

の
冂
‥的

は

何

で
す

か
。

下

水
道

の
嘔

業
費
は

、
主

に
国

や

町
な

ど
の
公

費
（
税

金
）
で

ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
も
、
下

水
道
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
下
水
道
が
整
伽
さ
れ
た

地
域
の
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
事
業
費

を
す
べ
て
公

費
で

ま
か
な
う
こ
と

は
。
下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
地
城

の
人
に
も
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な

り
、
不
公
平
で
す
。
そ
こ
で
、
下
水

道
を
利
用
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
建

設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
の
が
受
益
者
負
担
金
制
度

で
す
。受

益
者
っ
て
誰
の
こ

と
で

す
か
。

下
水

迫
が
整
備

さ
れ
た

地
域

に

土
地

を
も
っ
て

い
る
人

の
こ

と

で
す
。
で
も
、
そ
の
土
地
に
地
上
権

や
質
権
、
使
用
貸
借
、
賃
借
権
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
。
そ

の
権
利
を
持
っ
て
い
る
権
利
者
が
受

益
者
と
な
り
ま
す
。

土

地
の

所
有

者

か
椛

利
者

か
、

ど

の
よ

う
に
決
め
る
の
で
す
か
。

条
例
に
基

づ

い
て

受
益
者

の
申

告
を
し

て

い
た
だ

き
ま

す
。
申

告
の
際
に
土
地
所
有
者
か
権
利
者
か

を
決
め
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
に
よ
っ
て
受
益
者
が
決
定
さ
れ
ま

す

。

申
告
は
誰
が
す
る
の
で
す
か
。

土
地
所
有
者
が
申
告
し
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
の
権
利
者
が
受

益
者
に
な
る
場
合
は
、
申
告
書
に
ｔ

地
所
有
者
と
連
署
し
て

い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

上
地
を
借
り
て
い
る
人
は
受
益

者
に
な
る
の
で
す
か
。

借
地
人
で
、
土
地
の
地
上
権
や

質
権
な
ど
の
権
利
を
持
つ
て
い

る
人
は
、
受
益
者
と
な
り
ま
す
。
申

告
す
る
場
合
は
、
申
告
書
に
上
地
所

打
者
と
連
署
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

負
担
金
の
対
象
と
な
る
上
地
と

は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

下
水
道
が
整
備
計
画
さ
れ
て
い

る
区
域
す
べ
て
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
計
両
区
域
が
す
べ

て
眺
備
さ
れ
る
ま
で
に
は
長
い
期
間

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
受
益
者
負

担
金
は
、
下
水
道
の
整
伽
状
況
に
あ

わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
対
象
区
峨
は
、
紅
年

四
月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た

だ
し
、
公
共
道
路
、
河
川
、
公
園
、
水

路
は
除
か
れ
ま
す
。

負
担
金
の
額
は

い
く

ら
で

す
か
。

下

ポ
道
の
賦
課
区
域
内

の
土
地

、

一
平

方
じ

あ

た
リ

四
百

五
十

円

で

す

。負
担
金
の
額
は
、
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

い
つ
納
め
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

上
地
一
唹
方
じ
あ
た
り
四
百
五

ｔ

円
で
す
。
納
付
は
五
年
分

削
、
年
四
回
（
計
二
十
回
）
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受益者の決め方
Ａの土地にＡが家を建て

Ａが住んでいるとき

受

益

者

は

Ａ

Ａの土地にＡが家を建て

Ｂに貨しているとき

受

益

者

は

Ａ

Ａの土地にＢが零を建て

Ｂが住んでいるとき

受

益

者

は

Ｂ

Ａの土地にＢが家を建て

Ｃに貸し ているとき

受

益

者

は

Ｂ

負担金の算出例

(100 坪)

330.57㎡×450 円

= 1487 円

負担金

148.750 円を20回

に分割すると…

�６月�８ 月 �１０月 �１２月 �年 額
初年度 �8 , 150�ﾜ400�ﾜ, 400�ﾜ, 400�30.350
2年度�7.400�7.400�ﾜ400�ﾜ, 400�29 , 600

3年度�7 , 400�Z400�7.400�ﾜ如 0 �29 , 600

4年度�7 , 400�7 , 400�Z400�7.400�29 , 600

5年度�ﾜ, 400�ﾜ, 400�Z400�Z400�29 , 600

一括納付報奨金

受益者負担金は、一括納付す

ることもできます。初年度の第
１期納期内（６月中）に全破を
納付した鳩合には、前納破の10
％の報奨金を交付します。

受益者負担金148  , 750円を

前納した鳩合の報翼金

合Zt粮　　1 畊勿
(148,780円-8,150円)×10%　

= 14  ℃ 00 円

★問い合わせ／都市整備課下水道係 谷 8 5 - 2 9 8



わ だ い

み
ん
な

花
マ
ル
ッ
！

た
い
へ
んヽ
よ

く

で
き
ま
し

た

小
学
生
の
米
づ
く
り
体
験

小
坂
小
学
校
（
堀
江

通
校
長
）
と
大
木
戸
小
学

校
（
田

中
吉
明
校
長
）
の
子
ど
も
た
ち
が
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し

た
。

小
坂
小
の
Ⅲ
植
え
は
、
斎
藤
實
さ

ん
の
水
田
四
町
を
借
り
、
毎
年
行
っ

て
い
る
行
事
で
す
。
今
年
は
、
保
護

者
会
に
、
子
ど
も
た
ち
の
米
づ
く
り

を
支
援
す
る
水
稲
部
が
新
た
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
強
力

な
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

田
お
こ
し
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
米
づ

く
り
全
体
を
体
験
し
ま
す
。

田
お
こ
し
は
、
五
年
生
と
六
年
生

が
担
气

ク
ワ
や
ス
コ
ッ
プ
を
予
に

あ
っ
と
い
う
間
に
完
了
で
す
。
代
か

き
は
保
護
者
会
水
稲
部
の
み
な
さ
ん

の
出
番
。

田
植
え
は
、
全
児
瓶
が
参
加
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
天
気
で
、
Ⅲ
ん

ぼ
の
水
も
ホ
ン
ワ
カ
温
か
い
。
今
年

入
学
し
た
一
年
生
は
、
お
そ
る
お
そ

る
田
ん
ぼ
に
入
る
な
り
『
足
が
抜
け

な

あ
Ｉ

い

』
「
苗

、

踏

み

つ
け

た
あ
Ｉ
」
「
カ
エ
ル
が
い
る
ツ
」
。
先

生
や
水
稲
部
貝
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
初
め
て
の
田
植
え
を
し
ま
し

た
。お

早
苗
振
り
の
集
い
で
は
、
冨
水

町
長
が
『
国
兄
の
お
米
は
と
て
も
お

い
し

い
と
評
判
で
す
。
今
年
の
秋
に

は
、
た
く
さ
ん
の
お
米
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
育
て
て
く
だ
さ
い
』

と
激
埆

全
員
で
お
い
し
い
昼
食
を

と
り
ま
し
た
。

大
木
戸
小
の
田
植
え
は
、
今
年
度

か
ら
般
け
た
コ
ー
ス
別
体
験
学
習
の

一
つ
で
す
。
米
づ
く
リ
コ
ー
ス
、
野

菜
づ
く
リ
コ
ー
ス
、
果
樹
戴
培
コ
ー

ス
そ
し
て
花
い
っ
ぱ
い
コ
ー
ス
の
中

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
希
望

す
る
学
習
を
体
験
し
ま
す
。

こ
の
日
は
、
高
橋
一
美
さ
ん
の
水

Ⅲ
四
町
に
。
も
ち
米
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
田
お
こ
し
と
代
か
き
は
高
城

農
事
研
究
会
ト
ラ
ク
タ
ー
部
（
志
村

清
可
部
長
）
が
担
当
。
モ
ミ
は
志
村

良
一
さ
ん
と
（

島
敏
雄
さ
ん
、
薗
お

こ
し
は

八
島
義
信
さ
ん
と
尚
橋
一
災

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。

鳥
橋
さ
ん
に
植
え
方
を
教
わ
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
用
ん
ぼ

の
中
へ
。
田
ん
ぼ
の
周
り
で
は
、
少

し
心
配
顔
の
保
護
者
た
ち
。
み
ん
な

一
生
懸
命
、
初
め
て
の
Ⅲ
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、
も
ち
つ
き

大
会
を
行
う
Ｆ
定
で
す
。



わ だ い

ひろびろの～んびり
町営牧野にお引っ越し

昨
年
十
月
か
ら
冬
期
閉
鎖
し
て
い

た
国
兄
町
町
営
牧
野
が
、
五
月
二
ｔ

四
日
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

開
牧
式
に
は
、
鳥
橋
友
義
国
見
牧

野
利
川
組
合
員
、
冨
永
町
長
ら
関
係

者
四
十
人
が
出
席
。
高
橋
組
合
艮
が

「
和
牛
は
。
今
春
小
牛
一
頭
最
高
で

ハ
ト
万
円
の
値
が
つ
き
ま
し
た
。
今

年
も
、
優
良
牛
の
繁
殖
牧
野
と
し
て

の
役
日
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
来
責
と
し
て
出

席
し
た
冨
永
町
艮
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
。
狂
牛
病
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
良
い
牧
草
と
環
境
が
、
良
質

の
牛
を
育
て
る
条
件
で
す
。
こ
の
牧

野
は
そ
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
閉
牧
ま
で
に
立
派
な
牛
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。町

営
牧
野
は
、
岡
見
町
と
宮
城
県

白
石
市
に
ま
た
が
る
馬
頭
山
に
あ
る

二
ｔ
一
ａ

の
牧
草
地
で
、
国
見
牧
野

利
川
組
合
が
竹
川
運
営
を
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
雪
が
多
か
っ
た
た
め
、

例
年
よ
り
約
二
週
間
遅
れ
の
閧
牧
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
放
牧
さ
れ
た

牛
は
三
十
頭
で
す
が
。
徐
々
に
数
を

川
や
し
、
お
よ
そ
匕
卜
頭
の
放
牧
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

できるといいね

五
月
二
ｔ
三
日
、
藤
田
保
育
所
の

園
児
た
ち
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桑

折
緑
風
園
（
丹
野
文
火
所
長
）
を
訪

れ
、
入
所
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
、
ふ
れ
あ
い
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
卜
年
ほ
ど
前
か
ら

行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
。
今
年

は
、
保
育
所
年
艮
組
の
園
児
三
ト

ー

人
と
緑
風
園
の
入
所
者
約
五
卜
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
前
日
に
園
の
み
な

さ
ん
が
耕
し
た
畑
に
仲
良
く
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

『
ふ
れ
あ
い
農
園
』
と
名
付
け
ら

れ
た
約
五
町
の
畑
に
は
、
シ
ャ
ベ
ル

を
手
に
し
た
剛
児
と
お
じ
い
さ
ん
た

ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

こ
の
日
植
え
ら
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
秋
に
収
穫
し
、

。
緒
に
焼
き
イ

モ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
閧
き
ま
す
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ



タウンインフォメーション

西
分
署
だ
よ
り

大
震
災
に

備
え
て

昨
年

一
月
早
朝

に
発
生
し

た
阪
神

淡

路
大
震
災

で
は
、
多
く
の
被

害
が

で

ま
し
た

。

こ

の
震
災
の
死

者
の
う
ち

約
（

〇

％

は

、
家
屋
倒

壊
に
よ

る
窒
息

死
と

圧
死

で
し

た
。
さ
ら
に

、
地
震

直
後

に

は

五
十
（

か

所

か
ら

火

災
が

発

生

、
敦
出

活
動

は
、
家
屋
の
倒

壊
や

道

路
の
寸
断
な

ど
で
思
う

に
ま
か
せ

ず

多
数
の

犠
牲
者

が
出
ま
し

た
。
こ

れ
は
現

代
文
明

の
も
ろ
さ

と
人

間
の

非
力
さ
を
痛

感
さ
せ

る
も
の
で
し

た
。

ま
た
、
私

た
ち
は

昭
和
五

十
二
年

六

月

に
。
国
見

町

内
で
死

者

一
名

、

重
軽

傷
者

二
十
二
名

、
全
半

壊
家
屋

約

九
百
棟

、
被
齊
総

額
が

Ξ
億
七
千

万

円
（

当
時

）
に
も

達
す
る
宮

城
県

沖
地

震
を

経
験
し

て

い
ま

す
。

伊
達
地

方
消
防

組
合
で

は
。
こ
れ

ら

の
教
馴

を
も
と

に
、
隣
接
市

町

と

の

応
援
協
定

の
見
直
し
や

救
助
機
材

の

充
実
を

図
る
と

と
も

に
、
各
地
で

防

災
馴
練

を
実
施

し
て

い
ま
す

。

地
霞

で
恐

い
の

は
火
災

で
す

。
初

期

消
火

の
方
法
を

身
に

つ
け
、
災
害

に
備
え
て

く
だ
さ

い
。

チ
ャ
ン
ス
は
３
回

・

チ
ャ
ン
ス
ー

「

グ
ラ

ッ
ー」
と

き

た
と

き

揺
れ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
火

を
止
め
ま
し
ょ
う
。

・

チ
ャ
ン
ス
２

揺
れ
がお

さ
ま
っ
た
と
き

激
し
く
揺
れ
て
い
る
と
き
に

火

を
止
め

る
の

は
危
険
で

す
。
机
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
の

下

に
入

り

、
身
を
守
り

ま

し

ょ
う
。

Ｉ
チ
ャ
ン
ス
３

出
火
し
た
直
後
に

出
火
後
一
～
二
分
程
度
な
ら
家
庭
用
消
火
器
で
も
十
分

消
火
で
き
ま
す
。
落
ち
着
い
て
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

不正改造車排除 運動実施中

文 通安 全と公杵防IEの ため に

しないさせないｸﾙﾏの不正改造!!

自勦車の安全性の確保はもとより、排出ガスや騒番

など。社会の大きな;米鐫となっている不iF改造車－。
とても残念なことですが。人より目立ちたいから、荷
物を多く積みたいからなどの理由で、自黯事を不正改
造してしまう人たちがいます。このような不正改通車

を排除するためには、運転手はもとより、自助車に関
係するすべての人に「不正改造をしない、させない」
という意餓をもっていただくことが大切です。

また、不正改造は安全運転の妨げにもなることを考

えると、自分だけではなく他人にとっても凛Ｓなこと
です。ご悖●ください。

観
月
台
公
園
四
話
題
を
二
つ

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

五
月
八
日
の
早
朝
、
福
島
信
用
金

庫
国
兄
支
店
（
菅
野
一
志
支
店
長
）

の
み
な
さ
ん
が
、
観
月
台
公
園
の
清

掃
を
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
は
。
毎
年
春
と
秋
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
回

目
。
池
周
辺
の
植
え
込
み
の
雑
草
と

り
や
歩
道
の
た
ば
こ
の
吸
い
殼
、
空

き
缶
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

池
に
は

｢
に
し
き
鯉
｣

国
見
町
ヘ
ラ
鮒
研
究
会
（
小
紫
勝

四
郎
代
表
）
の
み
な
さ
ん
が
、
観
月

台
公
園
の
池
に
錦
鯉
を
放
し

ま
し

た
。
大
小
合
わ
せ
て
五
十
尾
。
こ
の

錦
鯉
は
、
同
会
員
が
育
て
て
い
た
も

の
で
、
巾
に
は
五
十
？
を
超
え
る
大

き
な
も
の
も
い
ま
し
た
。



保険だより
保建福祉課保健増進係　8542783

健康と愛の証は献血で
～８月８日は国見町の献血の日です～

献 血 場 所

＊国 見 町 役 場 午蔚哨~午前 1 分

＊国見スプレット前 正午～午後1畤

＊沢 屋 酒 店 前 午後2 時 分～午後5眄

育児 教室

該　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　　 日 �受 付 時 間 � 場　　　　　　　　　　 所

平 成8 年1 月～2 月生 まれの 乳児 � ８月６日収） �午後1  時 30分～2 畤 � 観 月台文化 センタ ー第1 和 室

く 健診内容 ）

身長と体重の 測定 。躍 乳食 、予防 接種などに つい て。母子手帳を 忘れずに！

＊乳児健診＊
該　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　　 日 � 受 付 時 間 � 場　　　　　　　　　　所

3か月児／平成8年4 月生まれの乳児9

か月児／平成7年10月生まれの乳児 �8
月29 日團 �午後1  時 30分～2時 � 観月台文化センター第1和室

（ 健診内 容）

医 師の指導 、身長と 体重 の測定 、調乳のし かた 、離乳 、家族計画などについて。母子手帳を忘れずに！

＊３種混合(百日せき・ジフテリア・破傷風)予防接種＊

該　　　当　　　 幼　　　 児 � 実　　　施　　　方　　　法

○ 初 回 接 種 ○

平 成6 年4 月2 日～平 成7 年4 月1 日生 ま れの幼 児　1

平 成5 年4 月2 日～ 平成6 年4 月1 日 生 まれの 幼児で　

未接 種または1 回 のみ の接種 幼児も 該当し ます。

）

○ 追 加 接 種 ○

平 成5 年4 月2 日～ 平 成6 年4 月1 日生 まれの 幼児　

（ 平 成4 年4 月2 日～平 成5 年4 月1 日生 ま れの幼 児で　

追 加接種 、未 接種の 幼児も 該当し ます。　　　　

） �

初回接種とは､3 週間～8 週間間隔

で3 回受けることをいい ます。

追加接種とは 、初回接種後 、12月

～18 月の問に1回接種することを

いいます。

今後の予

定● ３種 混 合 予 防 接 種

● 献　 血 ／ ９ 月 ２ 日

● １ 歳 ６ か 月 鍠 診

／ ９ 月 ５ 日

● ３か月､９か月乳児健診

／ ９ 月26 日

〈 お かあさ んへ＞

Ｄ 接種該当者には。個別に通知を差し上げます。また､該当幼児より早い生まれ

の幼児でも生 後90 月までなら 接種可 能です。

２〉第1 期未完了 の幼児は 、ワ月15 日 までに保健福祉課保健

増進係へお問い合わ せください。

３）初回接種と追加接種が3 種混合予防接種第1 期となり ま

す。

４）第2 期の 接種は小 学6 年生になったときに行い ます。



が新しくなりました
Ｉ 用途地域別による建築制限

第
一
―

� ｉ
一
犂
靡
簷
珞
灑

�
第

一

種

住

居

地

域

�
第

二

種

住

居

地

域

� ７

芦
に濟

戸

地
４

】

� ・
準
　
工
　

業
　
地
　

域
一

� 工
　

業

．
地
　

域二卜 ○
住宅 、共同住宅、寄宿舎、下宿

兼用住宅で、非住宅部分が50㎡以下 かつ建 築物の延べ床面積が1/2未満の もの

公
共
・
公
益
施
設 �

幼稚園、小学校、中学校、商等学 校

�図書館等

�神社、寺院、教会等

�老人ホーム、身体障害者福祉ホーム等

�老人福祉センター、児童厚生施設等

�保育所、公衆浴場、診療所、派出所、公衆電話所等

�病院

�床面積の合計が500㎡以下の店舗、飲食店等

商

業

施

設 �

上記以外の物品販売業 を営 む店舗、飲食店

�上記以外の事務所等

�ホテル、旅館

�客席部分の床面積の合計が200㎡未満の劇場、映画館、観覧場等

�X1　　　　　　200㎡以上　　　　　X/

�ボウリング場、スヶ－卜場、水泳場等

�マージャン屋、パチンコ屋、カラオケボックス等

�キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホール等

工
業
系
施
設 �

倉庫莱 を営 む倉庫

�２階以下かつ床面積の合計が、300㎡以下の自動車車庫

�３階以上又は床面積の合計が、300㎡を超える自助車車庫

�パン鯤、米臈、豆 屋 ､纂子歴．畳屋．建具度、白転車店等、作巣場の床而稍の合計が50E以下のもの

�作業塲の床面積の合計が50〃以下の工場で、危険性や環境を悪化させるおそ

れ.ヵり μ鴬tに 少 な い もｇ ｝

�作繋場の床i川責の合計がｰ 50 れ以下の工場で､危険性や琿境を駟化させるぉそれヵt少な６ゝも戉）

�日刊新聞の印刷所、作業場の床面積の合計が300㎡以下の自動車修理工場

�作業場の床而積の合肝がぐ 10を鳶召える工場．又は危険性や環塊を思化させる

XJ そ れ.ヵi や や 多 い もCX)

�危険性が大きいか、著しく環境を悪化させるおそれがある工鳩

�火薬、石油類、ガスなどの危険物の貯蔵等（ガソリンスタンド等）

○：建ててよいもの　囗：建 てられないもの　 １）：当該用途に関する部分が3N0 ㎡以下 の場合に限り建築可

△：規模・量等に制限あ り　・ ：階数制限あり

＊上記の表は、改 正後の建築基準法別表第２の概要です。

住みやすい環境を目指します



都市計画用途地域
用途地域 制度は、良好 な市街地環境 の形成 や都市における住居、商工業地域などの適正な配置

による機 能的 な都市活動の確保を目的 に、建築物の用途、容積率、建ぺい率、高さなどを規制誘

導する都市計 画制度 で、秩序あるまちづ くりに大 きな役割を果たしてい ます。

平 成４年 に都市計画法及び建築基準法が改正 され、国見町でも用途地域の見直しを進めてきま

したが、この ５月31日付で建設大臣の認可 を得て決定されました。

新用途地域 では、土地利用の多 様化に合 わせる一方、良好な住環境 を保護 するため、建築物の

規制が新たに 強化 された地域もあり ます。例えば「第１種中高層住居専用地域」となる地域 では、

これまで認められていた住居 を併設し ない事務所 、500平方 メートル以上 の店舗・飲食店 、カラ

オケボックス等の建築ができなくなり まし た。

詳しくは国見町都市整備課までお問い合わせください。

晋( 直通) 85  ー2985 代表85   ー2111

新 用 途 地 域 図



な～るほど

国民年金
～障害基礎年金の巻～

閥民 年金の基礎年金には、 老齢

从礎年金、障害簾礎年金そして遺

族基礎年金の３つがあります．今

川は．障占基礎年金についてお知

らせします．

年金係 谷 85 ｰ 2179

障害基礎年金

障害基礎年金は、国民年金加入中に障害者になっ

たときや、20歳前の傷病で障害者になったときに支

給されます。

障害基礎年金は次の3つの場合に支給します
・閥民年 金の被保険者期間中に 。初診 凵のある 病気やヶ がで障害

者 にな ったと き。

・被保険者期間の資格を失った後でも、60 歳以 上65 歳 未満で、 囗

本国内に 住所 があ る人が障害 者になったと き。

・20 歳前に初診冂があり、その後、障 害者になったとき。

支給条件は？

・国民年金に加入している。

・障害 認定日に、国民 年金法で定 める １級 または ２

級の障害の状態である。

・初診日前の１年間に保険料の滞納は してい ない。

いくらもらえるんですか？

1級障 害 �98  れ 900円
2級障害 �785 , 500円

障 稗基 礎年 金を受給 するよ うになった ときに、そ

の人 に生計 を維 持されている 子どもがいる場 合には、

ｒ どもの数に応じ た額が加算 されます。た だし、 子

どもが18 歳になる日以降の最初の3 月31 日 まで。（子

どもに陣害がある場合には20 歳になる月まで）

2人目まで(1人につき) �226.000円
3人目から（　 々　 ）�75.300 円

３人の子どもがいる 、１級揶害の｢ 太

郎｣ さ んの 鳩合

9  引 .  |円+  6 人目)  +  6.  2 人目)

＋7U0013 人目)＝1.509jO{}円

障害認定日つて何？

障害の原因となった病気やヶガの初診日から１年

６か月たった日か、それ以前に症状が固まった口の

ことです。障害基礎年金は、そのFIの状態が障害等

級のｌ級または２級に該当するかどうかによって決

まります。

症状 がｰ･ 進 一退 する よ

うな障 書の 場 合、 １年 ６

か月た っ た障害 認定 日の

状 態 がＩ級 また は ２級に

該 芍し なく ても 、 その後65

歳 まで に症状 が重くな

れ ば障 害雌 礎年 金 を請求

で きます｡ でも｡ 老齢 基礎

年 金の繰 り 上げ 請求 をし

ていないことが条件です。

ち
ょ
つ
と
奥
さ
ん

ご
存
じ
で
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の

特
例
届
け
出
期
間

第
三
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
）
の
該
当
届
を
忘
れ
て

い
る
と
。
そ
の
期
問
は
保
険
料
の
未

納
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

特
例
期
間
と
し
て
、
平
成
九
年
三

月
ま
で
の
間
に
届
け
出
を
す
れ
ば
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降
で
未
納
に

な
っ
て
い
る
期
間
を
す
べ
て
保
険
料

納
付
済
川
間
と
み
な
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

す
で
に
年
金
を
受
け
始
め
て
い
る

人
で
も
、
届
け
出
を
す
れ
ば
納
付
済

期
間
が
増
え
、
年
金
額
も
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。



６
月
1
9
日

と

７
月
３
日

泉
田
と
石
母
田
の
松
林

防除剤の空中散布

国
兇

町
で
も
松

く

い
虫

の
被
害
が

発
生

し
て

い
ま
す

。

こ

の
被

害
を
防

止
す

る
た
め

。
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

に
よ

る
薬
剤

の
空
巾
敵

布

を
行

い
ま
す

。

松

に
害
を
与

え
る
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ

ン
チ

ュ
ウ

を
媒
介

す
る

Ｉ
マ

ツ
ノ

マ

ダ
ラ

カ
ミ

キ
リ

｀
な

ど
が
成

虫
と

な

る
こ

の
時
期

に
行
う
の

が
最
も
効

果

的

で
す

。

ａ
ｔ
朝

か
ら
、
散
布
地

周
辺

の
み
な

さ

ん
に
は
ご
迷
惑

を
お

か
け
し
ま
す

が

。貴
重

な
松
を

守
る

た
め
、
ご
理
解

と

ご
協
力

を
お
願

い

い
た
し
ま
す

。

な
お
、
薬
剤

散
布

は
卜
分

注
意
し

て

行

い
ま

す
が
、
次

の
事
項

に
ご
注

意

く
だ
さ

い
。

★
散
布
場
所

・
泉
田
地
内

新
田

・
石
母
田
地
内

横
向
．
肱
田
、
熊
笹
ヶ
入
、
滝

の
入
、
芳
ヶ
人

★
注
意
点

・
散
布
時
は
、
周
辺
の
林
道
（
南
や

田
赤
坂
線
・
阿
津
貿
志
線
・
水
晶

森
線
・
原
町
線
）
が
一
時
通
行
虍

め
と
な
り
ま
す
。

・
敵
布
地
周
辺
で
は
、
洗
濯
物
や
飲

食
物
な
ど
を
戸
外
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
薬
剤
の
残
留
期
間
は
、
約
三
週
間

で
す
。
倣
布
地
周
辺
の
牧
草
や
山

粟
、
桑
を
採
る
こ
と
は
お
や
め
く

だ
さ
い
。

・
？
定
日
の
天
候
し
だ
い
で
は
、
翌

日
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
問

い
合
わ
せ

農
林
課

農
林
振
興
係

・
‘（
8
5）２
9
８
6

松
の
緑
を

守
る
た
め
に

マ
ツ

ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ

ウ
は

、
松

く
い
虫

を
媒
介

と
し
て

。
次
々
と

健

全
な
松

を
枯
ら

し
て

い
き
ま
す

。

こ
の
源
を
除

く
た

め
に
松
林
を

巡

視

し
、
被

害
を
受
け

た
松

の
叭
に期

発

兒
に
努

め
て
く

だ
さ

い
。

被
害
木

を
発
見

し

た
鳩
合
は

、
農

林

課
へ

連
絡
を

お
願

い
し
ま
す

。

★
被
害
木
は
伐
採
し
、
薬
剤
処
理
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
処

理
の
ま
ま
販
売
し
な
い
で
く
だ
さ

★
松
林
は
、
手
入
れ
を
怠
る
と
松
く

い
虫
の
被
害
を
受
け
や
す
く
な
り

ま
す
。
つ
る
切
り
。
除
伐
、
間
伐

を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
毎
年
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る
松

林
は
、
杉
、
檜
な
ど
松
以
外
の
樹

木
へ
の
転
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
農
林
課
で
は
、
随
時
、
被
害
木
調

在
を
行
っ
て

い
ま
す
。
山
林
へ
の

立
ち
入
り
鯛
査
に
つ
い
て
：
こ
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献

血

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬

称

略

）

200CC
阿
川
晃
美

大
勝
宏
二
　
大
塚
恒

子

小
西
春
彦

佐
藤
光
男

武

田
友
江

武
田
安
孝

吉
田
輝
雄

阿
部
優
子

大
久
保
朋
７
.
菊
地

幸
治

菊
池
時
夫

佐
藤
ミ
エ

篠
田
岡
枝

鈴
木
恵
昭

鈴
木
由

美
子

高
槁
サ
チ
子

徳
江
健
古

荒
洋
子

奥
山
優
子

奥
山
良
子

菊
地
軽
子

佐
久
間
信

佐
藤
真

津
子

高
檎
直
子

．二
好
淳
寛

谷
津
陽
子

古
田
義
勝

400CC
菅
野
和
久

斎
藤
真
由
美

鈴
木

哲
也

中
條
雅
彦

谷
津
隆
幸

山
家
あ
き
子

阿
部
典
昭

阿
部

英
人

金
子
明
弘

佐
々
木
高
見

佐
藤
好
弘

鈴
木
但
也

半
澤
．

降

村
上
幸
平

成分献 血
阿
部
幹
徳

安
藤
充
輝

菅
野
僧

朗

菊
地
弘
美

菊
地
祐
一
　
斎

藤
規
雄

斎
藤
正
美

斉
藤
松
男

酒
井
勝
弘

佐
藤
克
成

佐
藤
ひ

ろ
み

宍
戸
浩
寿

柴
田
京
’ｒ

菅
原
文
子

中
野
敬
一
　
引
地
由

則

松
浦
幸
雄

松
浦
昭
一
　
松

野
雪
子

村
上
正
幸

鑓
水
肥
春

鑓
水
竜
一

松くい虫



タウンインフォメーション

募集 し ま す 「
名
前
」
を

つ
け
て
く
だ
さ
い

七
月
未
完
成
予
定
の
大
木
戸
地
ぽ

中
央
集
会

所
の
名
称
を
募
災
し
ま

す
。

★
募
集
期
限

七
月
一
日
（
川
）
ま
で

★
応
募
方
法

官
製
は

が
き

に
次

の
嘔
Ｅ項

を
紀
入

し
て

く
だ

さ

い
。

①

名
称
②

住

所
凶
氏
名

丿
年
齢

⑤
職

巣
ま

た
は
学

校
名

直
接

持
参

も
可

。

★
決
定

・
表
彰

持
査
会
で
決
定
し
、
落
成
式
典
で

発
表
、
採
用
者
を
表
彰
し
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

・
応

募
先

総

務

課

財

政

係

・
‘
（
8
5
）

２

１
・
１

３

こ
の
中

央
集

会
所
は

、
人
木

戸
地

区

の
「
ふ
れ

あ

い
の
拠
点

」
と
な
る

施

設
で

、
自
治
省

の
ふ

る
さ

と
づ
く

り
嘔

業

の
指
定

を
受
け

、
国
見

町
町

民

巡
動
場

の
一
角

に
建
設
が

進
め
ら

れ

て

い
ま
す
。

六
十
伐

の
和
室
ふ

れ
あ

い
の
間
や

季

節
保
育

所
の
保

青
室
も
兼

ね
た
皀

代

交

流
ル

ー

ム
の

ほ

か

調
理

実

習

室

、研

修
室

な
ど

を
側
え

て

い
ま
す
。

ま
た

、
こ
の

。
帯
は

大
木
戸

小
学

校

、
現
在

の
グ
ラ

ウ
ン

ド
と
今

後
建

般
が
予
定

さ
れ
て

い
る
体
育
館

と
併

せ

、
福
祉
、
教

介
、
体
介

の
施

駁
が

一
休
と
な

っ
た
交
流

の
場

と
な
り
ま

す

。総

嘔

業

費
は

、

約

一

億

五
不

万

円

。
財
源
は

、
嘔

業
費

の
七

五
％

が

起

債
で
、
こ

の
う

ち
、
元
金
と
利

子

の

．Ｅａ
五
％

が
今

後
十

年
間

、
地

方
交

付

税
で
交

付
さ

れ
ま

す
。

しあわせ金婚夫婦

募 集 中

福
励
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福

鳥
民
報
社
で
は
、
今
年
金
婚
式
を
迎

え
る
ご
夫
婦
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

結
婚
五
卜
年
。
昭
和
と
平
成
の
時

代
を
人
如
そ
ろ
っ
て
力
を
合
わ
せ
、

家
ａ

を
守
り
、
社
会
に
貞
献
し
て
き

た
ご
労
苦
に
感
謝
し
、
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
ご
夫
婦
す
べ
て
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
傑
健
福
祉
課

福
祉
係
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

★
表

彰
さ
れ
る
方

昭
和
こ
卜

．
年

．
月
一
日
か
ら
十

二
月
ニ
ト

．
囗
ま
で
に
結
婚
さ
れ

た
ご
夫
婦
．
た
だ
し
、
昨
年
申
し

込
み
を
し
な
か
っ
た
ご
人
婦
も
受

け
付
け
ま
す
．

★
申
し

込
み

方
法
・
申
し
込
み
先

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
保
健
柵
祉
課
福
祉

係
　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
受
付
期
限

平
成
八
年
七
月
十
口
（
水
）
ま
で

★
問
い
合
わ
せ

・
福
鳥
民
報
社
嘔
業
局

音
（
3
1
）４
1

７
３

・
保
健
欄
祉
課

福
祉
係

公（
8
5）
2
7
9
3

結婚記念式

１ 年　紙娼式

５ 年　木婚式

10年　すず婚式

15年　水晶婚式

20年　陶婚式

25年　銀婚式

30年　真珠婚式

35年　珊瑚婚式

40年　エメラルド婚式

45年　ルビー婚式

50年　金婚式

75年　ダイヤモンド婚式



観月台

文化情報

問い合わせ

生涯学習課　文化振興係　谷 85  ｰ 2676

★チケット取扱
観月台 文化 センタ ー、

ＪＡ伊達みらい各支店

少年劇場「さようなら　バッキンガム」

６月22日(土)午前10時開演　　500円

コリンは 、元気もりもりの やんちゃな12 歳。パパ 、ママと弟 ルカの４人家族

で オーストラリアに 住んでいま す。ある 日 冂 レカ が重い病気に かかってし まい

ます。

そ んなこ んな で イギリ スの叔父さんのところ へ行くこと にな ったコリンは 、

女王様な らルカの 病気を治せる世界で一番のお医 者さ んを 知っているはずだと 、

バッキンガム宮殿に忍びこみます…。

親子映画館 ｢ふしぎの国のアリス｣

７月13日(土)午後１時30分開演　　100円

勉強にあきたアリ スが庭に出ると 、大きな時計 を持ったウサ ギが穴の中に か

け込 んでい きます…。

世界中の子どもたちが読み親し んでいるイギリスの童話作家キ ヤ【】ルの名作を 、

ディズニ ーがアニメ映画に仕上げ まし た。

親子映画館「５等になりたい」

８月３日(土)午後１時30分開演　　500円

足に障害を持つ小学生の女の子が、いじめを受けながらも 、たく ましく成長

していく姿を描いたアニメ映画。

文部省選定作品。

７月の心配ごと相談

相験したいことがあるときはお気軽に

どうぞ。秘審は守り ます。

５日〔匐 斎 藤 光 夫・谷 津 智 恵

15口丱 三 瓶　 茂・小 西 絹 子

25日（佃 佐 久 間 巌・簗 瀬 貞 子

【場所】 役増(  2 ) 相談室

【時問】 午前９時から12時まで

募集案内

あ
な
た
の
声
を

道
づ
く
り
に
い
か
し
ま
す

建
設
省
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ

く
り
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
意
兄

や
提
案
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

郵
送
の
ほ
か
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
提
案
方
法
を
紹
介
し
た
冊

子
「
キ
ッ
ク
オ
フ

ー
レ
ボ
ー
ト
」
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
建
設
省
福
鵬
工
嘔
収
務
所
へ
ご
納

求
く
だ
さ
い
。

こ
の
冊
子
に
は
、
提
案
方
法
の
ほ

か
に
渋
滞
や
高
辿
道
路
料
金
、
生
活

道
路
な
ど
巾
要
な
テ
ー
マ
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

建
設
省

福
島
ｒ

事
事
務
所

昔
（
4
6）４
3
3
1



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課

観月台文化センター

･ ｡ ｢ ' ( 85 ) 2676FAX:(

 85 ) 2707

子
育
て
教
室

野
外
学
習
自
然
の
中
で

子
育

て
教

室
の

野
外
学

習
が

、
五

月
ニ
ト

四
日

、
県
立

半
Ⅲ
山

自
然
公

附
で

行
わ
れ

ま
し

た
。

参

加
人

数
は

研

修
生
一
。十

二
名

、

幼
児

二
十

八
名

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
ト

ー
。名

、
合

計
六
ｔ

二
名

の
多
人

数

で

人

盛
会

な
活

動
と
な

り
ま

し
た

。

朝
の

う
ち
は
小
雨

が
降

っ
て

い
て

心
配

し
な

が
ら

の
出

発

で
し

た
が

、

六

十
一
丿名

の
熱
気

で
雨
雲

を
吹
き
飛

ば
し
て

し
ま

い
、
間
も

な
く

青
空
が

広
が
り

ま
し

た
。

雨

に
洗

わ
れ

た
青

槧
若

葉

の
下

、

清

々
し

い
空
気
の
中

で
森
林

浴
も
兼

ね
な
が

ら
伸
び
伸

び
と
活
動

し
ま
し

た
。い

つ

も
元

気

い
っ
ぱ

い
の

鈴
木
敬

子
先
生
（
福
鳥
市
新
体
操
ク
ラ
ブ
指

導
貝
）
の
か
け
戸
で
、
跳
ん
だ
り
は

ね
た
リ
走
っ
た
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は

楽
し
い
一
口
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
二
回
日
と
あ
っ
て
、
ま
だ

ま
だ
名
前
と
顔
と
が
一
致
し
な
い
時

期
だ
っ
た
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
た

ち
は
子
ど
も
を
辿
し
て
お
話
し
す
る

場
而
が
多
く
あ
り
、
帰
る
頃
に
は

す
っ
か
り
お
友
達
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

芝
生
の
上
で
お
い
し
い
昼
食
を

と
っ
た
後
は
、
タ
ン
ポ
ポ
の
わ
た
毛

を
吹
き
と
ぱ
し
た
り
、
カ
エ
ル
と
遊

ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
思
う
存

分
、
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も

お
母
さ
ん
や
’ｒ

ど
も
た
ち
と
一
緒
に

童
心
に
か
え
っ
て
活
躍
し
、
身
も
心

も
十
歳
は
若
返
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。

風
薫
る
五
月
哨
れ
の
下
、
お
心
さ

ん
に
も
、
子
ど
も
に
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
と
て
も
楽
し

く
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

成
人
学
級
が
開
講

主
体
的
な
学
習
を
目
指
し
て

平
成
八
年
度
の
成
人
学
級
は
、
新

し
い
十
一
名
の
学
級
生
を
迎
え
、
三

卜
三
名
で
五
月
十
日
に
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
講
式
を
行
い
ま
し

た
。初

め
に
、
鈴
木
公
民
館
長
が
『
現

代
社
会
に
対
応
で
き
る
知
識
や
技
能

を
習
得
し
、
心
豊
か
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
ね
ら
い
に
向
か
つ
て
楽
し
く
学

習
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

斎
藤
教
育
長
か
ら
「
自
分
た
ち
の
学

級
で
あ
る
と

い
う
意
諏
で
前
向
き

に
」
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
年
度
の
ト
ニ
回
の
学

習
内
容
の
概
要
と
、
こ
の
一
連
の
学

習
を
と
お
し
て
、
学
級
生
相
互
の
親

唯
と
辿
帯
意
識
を
高
め
る
た
め
の
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
、
藤
田
小
学
校
長

の
大
槻
太
先
生
か
ら
「
生
き
方
、
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
演
題
で

家
庭
で
、
地
域
社
会
の
中
で
、
諸
活

動
を
進
め

る
う
え
で
の
心
の
持
ち

方
、
人
に
対
す
る
接
し
方
に
つ
い

て
、
身
近
で
具
体
的
な
例
を
も
と
に

有
意
義
な
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
．な

お
、
成
人
学
級
を
自
主
的
．
主

体
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
学

級
委
員
長
に
内
池
育
男
さ
ん
、
副
委

員
艮
に
斎
藤
ヒ
サ
子
さ
ん
、
会
計
に

佐
藤
重
男
さ
ん
、
ま
た
方
部
委
員
に

新
村
国
夫
さ
ん
、
唐
見
キ
イ
さ
ん
、

阿
部
和
己
さ
ん
．
大
石
寓
三
さ
ん
．

斎
藤
（

ル
エ
さ
ん
、
高
橋
い
せ
子
さ

ん
を
選
び
ま
し
た
．

く
に
み
女
性

教
室
が
開
講

く
に
み
女
性
教
竃
の
開
講
式
は
五

月
卜
五
口
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

人
研
修
室
で
、
三
十
四
名
の
学
級
生

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
斎
藤
教
育
長
の
祝
辞
、
年
間
学

習
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
郷
士
の
史
跡
め
ぐ

り
、
ク
リ
ス
マ
ス

ー
リ
ー
ス
づ
く
り

な
ど
、
年
間
十
四
回
の
学

習
の
ほ

か
、
手
芸
、
陶
芸
、
生
け
花
の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。開

講
式
の
後
、
一
回
目
の
学
習
会

が
行
わ
れ
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
Ｉ
ｎ
ふ
く
し
ま
の

代
表
運
営
委
八
の
佐
藤
喜
也
先
生
を

甜
師
に
迎
え
「
鳥
齢
社
会
と
生
涯
学

習
」
と
題
し
て
、
自
分
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
を
も
と
に
し
た
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



生涯学習
ご利用ください

町民プールオープン
◆ 期　　 間

◆ 利用時間

・昼　|訃･･7月６ｎ～９月８日

・夜　閲･･･7月１１［|～８月25日
・第1回･･･9:30～ll:30

・第2回･･･13:30 ～15:00
・第3回…15:30 ～ｰ 7 : 30

・第４回…（夜間）18:30 ～20:30
◆使用料 区　　　 分 �昼　間 �夜　 間 �利 用 叭 位

お　 と　 な �150円 �250円 �1

人1【可2時間以内高　 校　 生 �100円 �150円

小・巾学生 �30 円 �50 円

幼椹幽児以下 � 無　　 料

◆注意事項

①小学生以下は。必ず保護者が同伴してください。

ただし、小学４年生以上で25 メートル以 上の泳力のある

児童はこの限りでない。

②小・中学生が夜間利川する場合は､ 保護者同伴とし ます｡。

上
野
台
運
動
公
園
総
合
運
動
場
を

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

総
合
運
助
場
の
利
川
種
目
は
、
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸

上
な
ど
で
す
。

利
用
時
間
は
、
原
則
と
し
て
、
午

前
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
す
。

町
民
の
方
の
使
川
料
は
無
料
で
す

が
、
夜
閥
照
明
施
設
の
使
用
料
は
有

料
（
火
費
）
で
す
。
町
外
者
が
夜
間

照
明
を
使
用
す
る
場
合
は
。
運
動
場

使
用
料
に
照
明
使
用
料
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

申
し
込
み
は
、
団
体
利
川
の
場
介

は
生
涯
学
習
課
へ
（
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
、
個
人
利
用
の
場
合
は

助
労
者
体
青
セ
ン
タ
ー
管
理
嘔
務
所

へ
ど
う
ぞ
。
た
だ
し
、
夜
間
の
個
人

利
川
は
、
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

な
お
、
四
月
と
五
月
の
利
川
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

国見町上野台運動公園総合運動場利用者数
(人)

ﾐ㈹ �野　　球 �ソ フ ト �サッカー � 計

4月 �371(10) �115(
 37 ) �

０ �486(
 47 )

５月 �560(
 25 ) �336( 74 ) �60 �956( 99 )

計 �931 �　451(
 II I ) �60 �I

 .442(
 146 )

※ Ｏ 　は利用者のうちナイター使用者数

行事のお知らせ

６月

厄Ti�｜　　　 行　　　　 事　　　　 １

16(日)�|グランド ゴルフ 教室（１回目 ）

18(火)�子ども移動図 書館（藤田小 ３年）

21 窗 �
子育 て教 室（花をそだてよう）

阿津賀志学級グ ループ学習（スポーツ民謡）

22 出 �少年 劇場「さようなら　 バッキンガム」

23(日)�グランドゴルフ教室（２回目）

25 詢 �

子ども移動図書館 （藤田小２年）

バウンドテニス教窒（１回目）

阿津賀志学級グループ学習（和紙工芸）

26( 水)�
阿津賀志学級・く にみ女性教室

合同学習（町政を知る）

子ど も移動図書館（藤田小 １年）

収盪
�子育て教室（自 主学習）　　　　　　　 ノ

７月

百ji � 行　　　　 事　　　　 ｀`` |

２（火）�バウンドテニス教室（2 回目）

３（水）�子ども移動図書館（大枝小）

４（木）�
阿津賀志学級グループ学習（陶芸教室）

子ど も移動図書館（森江野小）

５（金）�子育て教室（夏 のおやつ）

９（火）�

阿津賀志 学級グ ループ 学習 （和紙工芸）

子ども 移動図 書館（藤田小3 年）

バウンド テニ ス教室（3 回目）
1 0  ( 水 ) �子ども 移動図 書館 （小 坂小）

１１(木) �
阿 津賀志学級グ ループ学習 （陶芸 教室）

子ども 移動図 書館 （大 木戸小）

12( 金)�
子育 て教窒（幼児のし つけ）

成人学級 （健康体操とインドア スポ ーツ）

匝
�親子映画館「ふし

ぎの図のァリス」

少年仲間づくり教室（創作活動）　　　

リ



受

賞
お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す

（
敬
称

略

）

・国勢調査総務庁長官表彰

菊地　憲七さん
・人権擁護委貝永年勧続感謝状

鈴木　キヌさん

・貯金事業制度普及発農団体
東北郵政局長感謝状

国　見　町

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
に
ご
協
カ
を

匕
月
は
、
河
川
愛
護
月
川
で
す
。

今
年
も
、
国
兇
町
で
は
、
ふ
る
さ

と
の
河
川
を
守
る
た
め
、
町
内
を
流

れ
る
胯
祓
川
、
滝
川
。
牛
沢
川
、
佐

久
間
川
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
河
川

を
対
象
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を

展
川
し
ま
す
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
河
川

敷
に
拾
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
回
収
し
た

り
、
雛
木
や
雑
草
の
刈
り
払
い
を
行

う
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
噸

い
し
ま
す
。
な

お
、
詳
し
い
こ
と
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

★
火
施
日
　

七
月
七
日
（
日
）

★
問
い
合
わ
せ

建
設
課

維
持
管
理
係

雲（
磐
2
９
7
2

次回のオリンピック

を
目指しましょ！

5月24 1-l . 福鳥111のf,jλヶ丘竸技場で.111学校

体疔人会砕上競技大会がlllかれました．製北巾学

校から出増した選手たちは．止って．跳んで．扱

げてと．思う存分．競技しました．| 位入賞者は.7

月31･|から５Ｈに郡山11jの開成lll陸|; 破岐場で行

われる県人会に出場し ます．学校刔抗成績は．男

ｆ が2位入賞です.lｼ な斜米は次のとおり．

★一位

武田(  18E

鈴木祐二･:100E  )

佐蕪一利(  1 10 mハードル）

県北中 （男子ベストリレ ー）

★2位
鈴木祐二(  200 m )

八鳥大作（砲丸投げ）

八島肉蜘（三種Ｂ）

本間明美 ( 88E  )

県北中 （男子低学年リレー）
★３位

菅野謙一（三種Ａ）東淘林洋子 い OOm)l

本多伸行（走り高跳び）

県北中（女子ベストリレー）

誕生おめでとう

氏　　 名　保 薦者　町内会

紺野　 丈　!1･扣枝 藤Ⅲ光陽

古川　 愛 １・ｊ 子 寓 町 北

村|;　浩基f l･M 枝 駅　 前

川村 涼鵬al 舂・ 工 源宗山東

氏　　 名　 保 護 者　 町 内 会

菊地 智美 會S･鯒l 源宗山東

熊坂 理子 占 三･施了 宮 町 北

11jl］ 英人　 耜･il 源宗山束

安麟　 一希 焉志･lil･　|淌　 Ⅲ

鈴木瑛梨花　竟l･lf 川　 内

(敬　称　略)

結
婚
お
め
で
と

う

斎
’
藤

盛
　
一
　
（
第
　

４
）

渡

辺

仁

美

（
福

島

市
）

犬

伏

英

樹

（
宮
　

舘
）

曵

地

和

子

（
本
　

町
）

菊

地

祐
　
一
　
（
寓

町

北
）

遠

藤

美

幸

（
盛

岡

市
）

小

池

幸

典

（
第
　

３
）

劉
　
　

莉

莉

（
中
　

国
）

渡

辺

重

弥

（
山
崎
小
舘
）

井

上

裕

’ｒ

（
保

原

町
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐

藤

銘

吉
6
9

泉

Ⅲ

中

佐

藤

ア

キ
7
6

貝
　

田

佐

藤

豊

太
8
7

北
　

部

佐

藤

た

け
8
9

泉

Ⅲ

下

高

橋

金

古
7
4

鳥
　

取

安

斎

ミ

キ
8
1

山
崎
耕
谷

高

橋

セ

ン
8
7

第
　

２

佐

藤
　（

ツ
エ
　
8
3
石
母
田
朿

斎

藤

忠

男
6
8

第
　

３

稲

村

忠

男
7
1

宮

町

北

市

川

隔
　
一
　
5
9
石
母
川
東

佐
久
間
　
　

満
6
7

本
　

町

人口と世帯

人 口 ５月１日現在
男 5.642 人（-7）
攵 6.  給人(-17)
計 Ｈ,688人(  ･ 24 )

出生8人 死亡Ｈ人
転入37人 転出58人

世 帯
3｡121 世帯(  + 6 )

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

犬
の
シ
囗

大
木
戸
小

佐
藤

敬
一

シ
囗

は

い
つ

も
ぽ

く
の

ま

ね

参
１

る

。

ぽ

く

が

あ

く

び

を

す

れ

ば

シ

囗

も

あ

く
び

を

す

る

。

シ

囗
の

前
に

ぽ

く

が

す

わ

れ

ぱ

シ
ロ

も

す
わ

る

。

だ

か
ら

ぽ
く

は

シ

囗

は

ぽ
く

自

身
だ

と

思
う

。

シ

囗

も
ぽ

く

の

こ

と

を

友

だ

ち

だ

と

思

っ
て

い

る
の

か

な

。

へんしゅう雑記

神のお告げにより

一同休み

編集・発行／国見町 総務課

〒  -

篠島 輿 伊 達画 疆 見町 大 事 曩 田 字 一 丁田 二2の1

45-  - FA χ-  時 一 21  町
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